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ＩＤＦカントリーレポート 
 

ＩＤＦ酪農政策・経済常設委員会（ＳＣＤＰＥ） 

ＩＤＦファクトシート２０１５年１０月 

 

１４カ国1の委員から成るＩＤＦ酪農政策・経済常設委員会（ＳＣＤＰＥ）は、

２０１５年９月までの過去６カ月を扱うカントリーレポートを作成しました。

このファクトシートは、２０１５年９月１８日、リトアニアのヴィリニュスで

開かれたＳＣＤＰＥに提出されたカントリーレポートの主な成果をまとめたも

のです。 

 

生乳生産 

ＥＵの２０１５年第２四半期は生産力の強さと弱さが入り混じった傾向が見られまし

た。年度内に実施された課徴金を最小化するための生産量削減のあと、オランダでは

＋８．９％、アイルランドで＋１２．０％の増加に転じました。一方、その他の国で

は生乳生産量が伸び悩みました（フランス＋０．５％、ドイツ－０．２％）。総じて

欧州の生産量は引き続き昨年を上回りました。 

ニュージーランドは前年比＋１２％と力強いシーズンのスタートを切りましたが、残

余の期間では収入減の見通しと補助飼料の減退、牛群規模の縮小を反映してマイナス

成長が見込まれています。米国の生産量は＋１．２％の成長を示しました。 

全体として需給調整は達成されていませんが、エルニーニョ気候の定着とさらには英

国気象協会の予報では気候の厳しさが予想されます。 

戸口乳価 

主な輸出国の農家戸口乳価は、欧州では、フィンランドの－１８．０％からオランダ

の－２６．６％までの範囲内で下落傾向が強く、乳製品市場価格の下落に農家戸口乳

価の下落が追いつくように更なる下振れの可能性があります。農家戸口乳価の圧力に

対応して、欧州委員会は一回限りの直接支払として生乳生産者に４億２千万ユーロを

割り当てました。 

米国では、農家戸口乳価の下落は－２９．０％となり、マージン保護計画に従い支払

措置が発動されました。ニュージーランドでは農家戸口乳価が－４４．０％下落しま

した。 

生産者に及ぼす価格安の影響は、部分的には飼料価格の下落で相殺されましたが、米

国では飼料経費を上回る収入は１００重量当たり５年間平均の８ドルかそれ以上にと

どまっています。 
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卸価乳価および小売乳価 

世界的には卸売価格、特にたんぱく質において弱くなっています。欧州市場の状況は

ロシアによる禁輸措置により悪化し、脱脂粉乳への介入が提示されています。バター

への介入は予期されていません。市場圧力に呼応して、欧州委員会は脱脂粉乳につい

て民間貯蓄補助計画の改定策を導入し、チーズについては市場を安定化させる試みが

なされました。 

米国でのバター価格は、強い国内需要により世界市場価格とはかなり乖離しています。 

ＧＤＴオークション価格の揺り戻しがありました。市場価格が底をついたことを示す

可能性がある一方で、回復の時機は明確ではありません。 

あらゆる食品に対する小売価格のインフレはＥＵの大半の諸国においては、フィンラ

ンドではわずか－２．７％、デンマークとドイツでは＋１．３％と弱いままですが、

アイルランドのみ＋２．５％となっています。欧州において乳製品の小売価格の低下

はドイツと英国において飲用乳の需要増に貢献しました。 

業界のリストラ 

酪農乳業のリストラはＥＵとオセアニアを跨ぐ活発な合併統合が継続しています。 

環境 

一部の国では環境的な生産の制約が現実化しています。オランダでは２０１４年を参

照ベースとする個別農家レベルでのリン割り当て制度が導入されました。生産者には

リン生産権利と符合するリン使用量の説明が求められます。 

要約 

世界市場は現在、過剰生産状態にあります。飼料価格の低下や良好な天候、さらには

キャッシュフロー維持のために、生産者はまだ生産量を削減するところまでは踏み切

れていない状況です。しかし、市場価格のトレンドを見る限り、市場は底を突いた可

能性があります。厳しいエルニーニョ現象によって均衡をとり戻す動きが加速する可

能性もあります。 

 

編者注：仮訳の正確性、完全性、有用性等についてはいかなる保証をするものではありません。参

考資料として扱い、内容に疑義が生じた場合は英文の原文をご確認ください。 

                                                           

1 オーストラリア、カナダ、デンマーク、フランス、フィンランド、ドイツ、アイルランド、

イスラエル、日本、オランダ、ニュージーランド、南アフリカ、英国および米国 


